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な
地
理
學
の
實
際
的
有
用
性
の

S
 

下
を
防
ぐ
も
ー
の
で
あ
る
。
科
學
と

し
て
經
濟
地
.
理
，
を

硏

究

す

る

こ

と

.
、
換
言
す
れ
ば
そ
の
硏
究
對
象
の
.領

域
を

定
め
認
識
上
に
於
け
る 

粮

本

的
觀

點

を

把

握

.し
而
し
て
特
定
：の
硏
究®

，續
き
，に
基

.

.い
：'て
經
濟
地
'S
8

を

硏

究

し
て
行

く
こ
と
は
•
經
濟
地
理
學
者以
外
.の人

々

の 

輩
な

’る
皮
相
的
な
觀
察.
に
依
つ
セ
得
.ら
る\;
ょ

り

は

.
、
：

一
曆
正
し

.い
認
識̂

到
達
す

.る

.こ
'
と
を
可
能
な&

し
め
る
0
.

斯
で
し
て
こ
そ
從 

來
の
女
く
或
は
そ
れ
以
上
に
.

實
際
の
經
，濟

活

動に
對
す
る
そ
の
任
務
：を
果
し
得
る
の
で
■あ

■
る
。
•こ
.

X

に
於
い
て
、
各
國
の
經
濟
的
發 

展
•

經
濟
學
及
び
地
.理
學
の
進
歩
を
背
景
と
し
て
現

れ

た「

經

濟

鐘

學
J

CO

科
學
的
考
究
は
、
.，
漸
次
に
發
展
を
遂
げ
る

I

つ
た
。
殊 

に
：最

も®
.

要
.な
間
題
と
し
セ
論
ぜ
ら
れ
た

の

は
、
'
斯
學
；の'硏
究
對
象
に
對
す
る
：根
本
的
觀
點
で
あ
：る
。

以
下
に
、
斯
學
め
任
務
と
關
係 

:

ず
る
範

圆fc
於
い
：
て>
6

.の

方

法

論

の

靈

を概
觀
し
て
見
だ
い
：
0

.(

註
|

1>
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. 

■

.

.
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'
.註T

1

C

の
他
に
方
法
論
的
意
義'を
有
す
る
重
耍
な
問
题
は
、
斯
學
が
地
域
の
個
性
を
記
述
す
：

|

問
2

る
か
、-
或

は

自

然

と

入

間

と

の

間

'の 

■
.
因
染
關
係
の
法
則
を
求
め
：る
學
問
：で
あ
る
か
、
と
い
ふ
問
題
で
あ
る

,0

今
日
で
；も

未

だ

；
こ

'れ
等
一一

つ
の
立
場
が
對
立
し
て
居
る
程
で
、
重
要
な 

問

題

に

.は

相

違

な

V

.

が
本
來
人
.文
地
理
學'
.に
於
い
'
て
.
.主

；と1 >

て
.論
ぜ
ら
れ
始
め.
た
も
の
で
、
經
濟
地
理
學
の
み
の

固

街

な

問

題

で

な

い

し

、 

斯
學
の
_

的

霧

：と
關
聯
し
て
は
次
に
述
ぶ
る
自
然
對
人
間
の
關
係

■

す
る
觀
f

問

醫

_

重
要
で
な
いの
で

、

鸫
濟
地
©
.

學
の

.實
際
'的
任
務̂

關
す
る
一
.:考
察
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、經
濟
地
瑰
寧
の
實
際
的
任
務
に
_

す
る
、1
:考
：释 

ル

へ

、
1
M
1
M
1
.
I
I
V

に

ゆ

づ

り

、
：
こ
、

で

は

猶

略

す

，
る

0

但
し
次
に
述
べ
る
诌
然
對
人
間
：の
.關
係
に
對
す'?
>

考
究
も
、

「

最
初
ほ
人
文
地̂

^

者
に
依
つ.
て
始
め
_ら
れ
，
 

た
め
で
.あ
る
が
'.
'
>
.
,
;
そ
の
後
經
濟
地
理
學
に
於
い
；て
特
株
.の
發
康
を
息
た
も
の̂
あ
石
0

.
'.』

,

。

. 

.

.

. 

; 

.

.
:

. 

斯

か

：
る

意

味

に

於

け

、
る

方

法

論

.の

.主
流
は
、.
自
然
と
人
間
0

經
濟
坐
活
と
.
の
.關
係
に
關
す
る
名'
の
で
、.
大
體
に
於
い
て
.次
の
如
き
諸 

說
に
要
約
$

れ
る
。.(
佐
藤
弘
著「

經
濟
M

理
學
總
論
‘

改
造
社
版
昭
和
八
年
ニ
三|

八
-
一
頁
、
川
西
、
前

揭

雩
H

0

I

1

1三
八
頁
參
照) 

'

即
ち
^

づ

；れ

も

、
：
氣

候

•

地
形
，•土
壤
•

水
陣
分
布
狀̂
 

一
 

方
に
於
い
て
、
耕
地
を
作 

り
鑛
物
を
採
掘
し.H

場
を
，建
て
鐵
道
を
敷
設
し
運
河
を
開
鑿
ず
る
等
、
人
間
の
經
濟
活
動
が
自
然
環
境
へ
作
用
す
る
と

^

ふ
相
5 :

的
な
1 

關
係
.
の
，
存

在

を

主

：張

す

る

の
：：

で

は

あ

る

が

、

そ

；
の

中

で

も

、

h

然
的
條
件
に
ょP

大
な
る
1 |
,點
を
置
く
.も
の
、と
、
人
間
活
動
に
康
點
を 

置
く
も
の
と
.：が
.あ
り
、
更
に
爾
者
の
間
に
同
値
的
；な
，，同
權
的
た
交
7/
:

作
用
を
認
め
る
人
.々
が
あ
る
。
而
し
て
と
れ
绦
の
諸
說
は
、1̂
代 

的
に
も
大
體
に
於
い
て
こ¥

に
擧
げ
た
.順
序
で
現
れ
た0

尤
も
こ
；れ
等
以
外.
に
.
も
、
自
然
的
條
件
が.人
間
坐
活
'
の

あ

ら

ゆ

る

方

.面

を

規
 

御

す

名

と

主

；張

す

.
る
說
や
、
そ'
の
反
對
に
人
間
の.
技
術
の
發
達
は
自
然
的
條
件
を
克
服
す
る
と
考
へ
る
說
為
あ

：

る
が
、
前
奪
は
主
.と
し 

て
が
ッ
：ツ
以
前
に
屬
す
る
が
故
に
、
又
後

者

は

主
- i

し
て
地
理
學
者
以
外.
の
人
々
の
地
理
學
吝
定
論
で
あ
る
が
故
に
、
こ
、
で
は
#
察 

圈
外 
I

 か
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
：.

'

.

.

.

'

'ぎ
：

.
：

：

. 

.

.

.
V

'

自
然
と
人
間
の
經
濟
活: »

の
同
値
的
同
權
的
交
互
作;«
を
認
め
る
說
は
一
九 

一
D

年
代
に
現
れ
、
爾
來
最
も
有
力
な
斯
學
の
方
法
論 

と
；し
て
容
認
さ
れ.た

.
の
で
，
あ

る

が

、
，
人

1

;

動
を
ょ
り
m

要
視
す
る
說
が
勢
力
を
占
め
た
の
は
、
大
體
に
於
.い
て
大
戰
前
に
屬
し
て
居 

名
0

‘更
に
■
又

'
、
自
然
偏
m

の
.見
地
が
勢
力
を
古
め
た
；の
は
、
大

體

に.#
い
て
そ
の

.
以
前
に
»

し
て
居
る

::
0

尤
も
、
旣

'
に
勢
力
を
失
つ
た' 

諸
說
を
守
つ
：て
居.る
人
>

も
、

.常
に
參
り
得
る
こ̂

は
_

ふ
ま
セ
も
な
い,'
0

從
0
.

て
、.

ぶ
れ
等
の
說
が.夫

.々

最

も

勢

力

を

持

つ

.
て

居

た 

時
代
か
'̂
'^

察

す
':
^

と
：
先

.づ

第，一

^'p
- i

然
偏
重
の
：見
M..は
、：

向
然
環
境
：に
基
く
腐
命
論i

も
.
j2\

ふ
.
ベ
'き
そ
の
以
前.©
地

，
理

學

的

觀

點

•.の
影
響
を
受
け
..て
居
る
と
見
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。
然
し
乍
ら
當
時
の
'獨
逸
に
於
い
て
は

> 

前

述
の
如
く
旣
に
旺
盛
な
る
.經
濟
活
勁
が 

-

符
は
れ
著
し
含
經
濟
文
化
の
.發
展
が
起̂

り

つ
:\

あ
.つ
た
が
故
に
、
斯
か
る
党
解
.に
邀
く
經
濟
地
理
學
は
間
も
な
く
そ
の
實
際
的
任 

務
を
果
し
得
な
く
な
り
.そ
の
勢
カ
を
失
ふ
に
至
：つ
.た
と
解
釋
し
得
る0、
.

：：
，
.
.
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.

次
に
”

人

間

慮

を

重

耍

視

す

る

說
‘は
主
と
し
て
大
戰
前
ま
で
の
獨
逸
..に
現
れ
た
の
で

あ

る

が

、

當
時
の
獨
逸
は、

植
民
地經
營

に

 

於
ぃ
て
こ
そ
，：
及

の

國

々

:

に
立
ネ
遲
れ
た
が
爲
め
で
に
、
そ
れ
等
の
圃

-
^比
較
，

J

そ
少
き
.利
^
し
か
得
ら
れ
な
か
っ
た

' ^

バ
グ
ダ
ッ 

.ド
鏹
道
を
澉
礎
と
す
；る
近
浓
她
方
；：：

(

.：の.進
出
*
キ
ー
ル
運
河.
の
開
通
及
び
そ
の
擴
張
•
國
內
諸
產

業

の

急
激
な
る發
展

•

科

學

及

び

技

術

 

.
の
#

し
き
進
渉
等
：に
依
，つ
て
、
英
佛
：に
顧
れ
て
產
業
革
命
を
經
驗
し
た
に
枸
ら
ず
、
大
戰
時
ま
で
：に
は
こ
れ

.等

.の
先
進
資
本
主
義
國
の
. 

:壘
を
摩
す
名
淹
靡
を
遂
げ
た
0

X

と
の
時
代.に
は
、
沲

の

諸

國

も

獨

逸

程

急

激

春

は

な

：か

0

8

 

め
：

V

居
り
；.：
庇

管

襲

活

動

；が
.行

は

れ

た

タ

獨

逸

综

け

る

斯

く
： .

の
如
&
馨

浪

署

の

時

代
' ^

^

^

代

に

、右
の「

や
巧
な
見
解
が
同
國I

れ

た

の

は

篇f

と

に
思

茇
1

: o

狀
: ^

に
あ
^

時
忆
は
人
は
自
ら
自
客
认
間
生
活
尤
對
オ
る
影
響

^

隹
^

し
、て
; ^

の
隹
意̂

«

か
れ
、
人̂

0
 

'
ぬ
遍
向.を
持
.つ
に
_

違
，な
い0
セ
.あ
る
0
''
.
'

而
し
て
又
こ0
時
代
の'獨
逸
の
如
き
經
濟
沾
動
ー
の
.極
め̂
^̂ 

自

己

の

; »
極

的

な

隹

然<

 

の

働

き

か

け
.に

忙

し

い
0

で

あ

、
る

か

臭' ^
の

方

面
.め

硏

■

暴

視

ず

る「

地

理

學

展

つ

て

利

益

：さ

れ

る

と

こ

'ろ

:が
此
較
的
太
き
い_に
相
違
な
い0 (

餌
三
.

)
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■
こ
の
時
代
に
、
：地
理
的■

を
羅
列
す
るI

な
ぐ
、
：演
繹
的
方
法
を
以
妄

所
^

屯
產
3>

地

論

が

と

完We
b
e
r
,

 

U
e
b
e
r
,
d
e
n

 

.

f
 

d
o
r
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ぞ

I
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d
u
s
m
v
s
s

.

に
於
い
て
現
れ
て
來
た
^

.
こ
れ
は
f

H
h
u
n
e
n

に
.依
つ
て
嘗
つ
て
抱
か
九
た
见
解
で
は
あ
る
が

,
.々
ェ
丨
：パ

—

に
'至
つ
て
フ
エ
業
家
に
と
り
最
も
大
な
る
實

>1
1
樹
値
を 

.:.經
濟
^

理
.學
.の̂

際
^

任
.務
，に: ^
す
.る
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と
_

ひ
.抱
_

の.
.で

着

。'(

潘

太

郞

薪r

■

窥

衰

^

讓

棄

霞

版

昭

和

八

参

斯
ん
の
如
く
塞

'を

進

め

、
る
：
な

:&

ぱ
>
;
-

0
1̂

士
人
間
活
動
と
：の':

:い
づ
れ
を
：も
侷
茁
せ
：ず
と
い
ふ
立
場
が

.、
，.
-

九「

3

年
代
に
；

.
こ
：t

.も 

虫
4

* >
_

;

逸
亿
於̂

て
痛
れ
た
こ;̂
も
了
解
出
來
る
.启 

九
ニ
0

年
代
の
獨
逸
は
戰
後
疲
弊
の
獨
逸
で
ぁ
る
。
巨
額
の 

^

^

拂
め
蕺
權
爱
負
祙
さ
れ
ヨ
顏
民
地
友
攻
達
^

の‘資
源
貪̂

濟
祜
«

せ
#

«

と
^

ふ
ょ
り
々
し
ろ
後
退
し
そ.居

光
;:
°

而
1>

ズ

糧

の

，諸

國

_

い

七

.?
>

:'
.>̂
^

不

況

へ

篇
:f
f

i

l
:

っ
*

:'
:
0

■
♦
る

灌

索 

っ

た

證

の

藝

地

理

學

者

がf

人
間
活
動
偏
斑
の
.見
解 

を
#

し
て
、G
所
謂
交

'靠

用

の

：
.識
論
；

：

■

ん
だ
0

は
、_

め

，
て

‘自
然
の

.

.
_

v

貧
弱
な
自
然
的
費
源
し
か
招
た.
ぬ
_

民

：
と

成

：
り

.終
0
:
た
獨
逸
人
が̂

び
そ
の
_

カ
を
恢
後
せ
ん
が
爲
め
圮
峰̂̂
こ
CD
.眼
ら
れ
た
自
然 

的

资
• «

を
出
來
得
：名.限
り

'荷

效

に

利

用

し

得

，
ね

铽

な

ら

ぬ

:;
0.
ぺ

而'1
>

て

そ.れ

に

は

、
；
'
由

的

な

羽
-)
|
]
'(
0

方
途
を
見
出
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た.
の
^

意

？
從
っ
七
こ
の
際
に
於
い
七
は
、
右§

2 :

作
用
(0
^

が
最
も
有H

な
地
理
學
龙
つ.た
の
セ
あ
る0
リ

.

；

：

：

，

.

■

ぐ
/

:
斯
く
し
て
_十
九
世
乾
宋
期
か
ら
大
戰
後
広
革
石|!1
|
に
於
咐
る
經
濟
她
现
學
方
法
論
の
發
展
が
、

;

變
化
し
行
く
經
濟
狀
態
に
應
じ
て
、

.
斯
#

の
有
/1
'
1性
を
失
.は

し

；
め

ぬ

，
や

う

.に
、.
会
ひ
，換
へ
れ
ば
斯
學

Q

寶
際
的
任
務
を
相
變
ら
.ず
果
し
て
行
く
こ
と
が
出
來
る
や
う
に
、
，
相 

繼
ぃ
，で
起.こ
っ
た
の
セ
ぁ
る
。

(

陆
四〕

そ
れ
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に
、

主
.と
し
て
先
進
資
本
主
義
國
に
於
け

.る
資
本
家
階
級CO
利
满
增
火cr
>

S

に
奉 

仕
し
て
涞
た
。
：
.然
ら
ぱ
そ
の
後
に
於
い
て
斯
學
の

.實
際
的
任
務
は
ど
う
な
•つ
た
か
。
、又
そ
れ
と
關
聯
し
て
方
法
論
は
如
对
ト
|

發
展
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遂
げ
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ら
う
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濟
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す
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該
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れ
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判
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濟

地

霞

緩

瑯

的

環

蒙

き
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經

濟
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客

圈

を

取

极
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學
間
で
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そ
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は
主
と4

て
資
本
S

級

の

利

辯

泛

寄

與

，
^

る
ぎ
を
以
つ
て
、’
そ
.の
主
た
る
任
務
と
し
て
：蒙

？
而
^

に
伴
つ
て
，
と
の
往
務
は
、
斯
學
に
_

篇

_

る

方

法

醫
_

と
_

が
_

來
た
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一
而
し
て
讓
に
於
ぃ
て
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計

奮
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堇

し
て
、
座

體

と

し

ザ

の

謂

響

はさ
も

な
け
；れ
ぱ
ニ
般
大
衆
の
_

顏

載

の

索

仕

へ

と*

變
化
ナ
べ
き
位
齔
に

I

こ
i
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何
と
な
れ
ば
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斯
學
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地
_
的

環

管

經

觀

活

姦

關

係

を

取

扱

、ふ

■
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で
■ぎ

行

は

斯

か

る

方
^

識
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必
須
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る
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濟
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濟
紕
織
の
到
來
を
豫
見
レ

'*
.
.ぞ
れ
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經
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濟
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關
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敏
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實
際
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任
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察
先
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極
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な
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義
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と
な
れ
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理
的
環
境
と
經
濟
坐
活
..と
の
關
係
は
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會
關
係
•の
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で
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つ

て

：
、
.
'
當

然

經

濟
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織
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介
入'じ
て
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箸
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關
係
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實
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察
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な
ら
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經
濟
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理
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東
京
、
古
今
書
院
版
：、
昭
和
五
年
、
四
頁
、
に
於
け
る
引
用 

に
依
«

^

濟
地
理

.學
を
じ
て#

本
生
義
的
階
級
衆
縳
ょ
り
解
放
せ
し
め
、、：：之
れ
に
科
擧
的
獨
立
牲
を
與
ふ
る
爲
め
：に

'は
、
從
來
多
く
の
學
密 

や
唱
へ.
た
る
4

の
と

.は
興
り
：た
る
體
冻
を
確
立.
し

、
，
：
新

し

き

內

宴

.も

处

ね

ば

な

ら

.ぬ」

と
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4
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き

：
黑
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揭
書
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雨
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と
も
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夫

々
異

ゐ

っ

，
た

理

_

で
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こ.9

.文

而

彌:0
に

解

輝

し

；
て
茈
し
一
い
か
否
か
解
ら

.ぬ
：け
れ
ど4
バ
即
ち
舖
者
は
原«

を
直
接
に
見
て
居
な
い
爲
め
、
而
し 

て
该
密
は「

■
撤
的
凍
澱.ょ
り
^

^

」

：
の
*

诛

す

カ

と
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ろ
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單
に
資
沐
家
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之
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要
す
る
に經
濟
地
理
學
は
、
從
來極
め
て
實
際
的
な學
問
で
あ
つ
た
o
'
こ
れ
を科
學
と
し
て
成
立
せし
め
ょ
ぅ
と
す
る企
©

は
、
夙 

に
五
十
數
年
前
ヵ
ら
行
は
れ
'て
居
る
が
、
未
だ
に
そ
の
本
質
•
對
象
•
方
法
•
そ
の
他
に就
い
て
、
多
種
多
様
の見
解
が
行
は
れ
、
人
をし 

て
去
就
I

は
し
め
る
。
こ
I

、
先
づ
斯
學
の

嘉

的

就5

て
、y

し
い
理
解
を
得
て
置
く
こ
と
は
、
斯
學
の
本
質
を
探
究 

す
I

I

Q

端
緖
で
I

ぅ
。
何
と
な
れ
ば
、
斯
學
は
過
去运

い
て
一
つ
の
實
用
學問
か
I

達
し
て
來
た
もQ

で
あ
？

、從
つ 

て
そ
の
質
際£

任

務

は

と
り
も
直
さ
ず
そQ

本
質
基

定

す

る

もQ
.

S
た
か
ら
で
あ
り
、
且
つ
又
、
今
後Q

經
濟
地
理學
に
於
い 

て

も

こ
の
實
際&
任
務
の
芷
し
い
理
解
は
缺
く
こ
と
が
出
來
ぬ
か
ら
で
あ
る
ゥ
即
ち
、
科
®

と
し
て
.の
經
濟
地
理
擧
は
そ
れ
自
體
の 

論

理

的

囊Q

上

に

驚

さ

れ
ね
ば
な
ら
ぬけ
れ
f

、
如
何
な
る
場
合
に
於5

て
、

A
J
、

に
述
べ
た
が
如
裏

際

的
任
務
と
矛
胃 

す
る
が
如
き
も
の
で
あ
り
得
な
い
と
考
へ
るの
で
あ
るo

(

註 

一p

註
一
一
勿
詭
私
學
と
し
て
成
立
し
た
時
の
經
濟
地
霞
は
、
上
記
の
如
き
實
際
的
任
務
以
外
に
、
科
學
と
し
て
の

任
務
を
有
し目
的

を

有
す 

る
。
そ
れ
等
に
つ
き
こ&
で
は
言
及
す
る
こ
と
が
出
來
な
か
つ
た
。
も
と
本
稿
は

「

經
濟
地
赃
學
の
硏
究目
的

に

關

す

る

一

考

察

」

と

題

し

て

執 

筆
し
始
め
たS

Q

舉

で
I

。
筆
者
？

S

文
I

いP
、

先
づ
斯
學§

際
的
鍵
を
述

べ
S

去
に
於
け
る
斯
學
の
本
質
を明
か
. 

に
し
次
に
科

學

と
し
て
の
仟
愛
ぴ
目
的
を
考
究
す
る
獲
で
あ
つ
た
。
然
る
に
響
の
經
濟
地
理
學
の
論
理
的
馨
に
對

す

る

考

察

の

不 

十
分
さ
は
、
後
半
の
部
分
に
意
外
の
時
間
を
費
さ
し
め
た
が
爲
め
遂に
豫
定
.の
計
窺
を
完
了
する
こ

と

が

出
來
ず
、

前
平
だ
け
を
切
り
離
し
こ 

.
れ
に
獨
立
論
文■.の.
體
裁
を
與
へ
て
發
表
し
た
次
第
で
あ
る
。
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